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類
を
添
付
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い▼
個
人
＝
❶
住
民
票
❷
印
鑑
証
明

書
❸
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行

す
る
身
分
証
明
書
❹
身
分
証（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
の

写
し
）― 

各
１
通

▼
法
人
＝
❶
法
人
登
記
簿
謄
本
❷

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書 

― 

各
１

通

　

放
送
大
学
は
、平
成
31
年
度
４

月
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。放
送

大
学
は
、テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学

ぶ
、通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理

学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、情

報
や
自
然
科
学
な
ど
、約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気

軽
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
回
＝
２
月
28

日（
木
）▼
第
２
回
＝
３
月
17
日

（
日
）

放
送
大
学
宮
城
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１

小
学
３
〜
高
校
３
年

10
〜
20
人

イ
ギ
リ
ス
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
10
コ
ー
ス
か
ら
選
択

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、英
語
研

修
、文
化
交
流
、地
域
見
学
、野
外

活
動
な
ど３

月
24
日（
日
）〜
４
月
５

日（
金
）の
う
ち
６
〜
11
日
間

23
万
８
千
〜
49
万
９
千

円

１
月
27
日（
日
）午
後
３

時
〜
／
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク（
予
約
不
要
・
入
場
無
料
）

※
全
国
10
都
市
で
開
催

２
月
１
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
、詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い国

際
青
少
年
研
修

協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

　

市
は
、女
川
原
子
力
発
電
所
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

県
と
関
係
市
町
合
同
で
原
子
力
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

１
月
24
日（
木
）午
前
９
時

〜
午
後
１
時

広
報
訓
練

▼
防
災
行
政
無
線
、緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
、市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
よ
る
広
報

▼
携
帯
電
話
に
緊
急
速
報
メ
ー
ル

の
配
信

総
務
部
防
災
課

り
豊
か
な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

す
る
60
歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

農
業
経
営
者
、家
族
従
事
者
な
ど

誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

※
農
業
者
年
金
加
入
希
望
者
は
、

保
険
料
と
合
わ
せ
て
、国
民
年
金

の
付
加
保
険
料（
月
額
４
０
０
円
）

の
納
付
が
必
要
で
す

▼
自
身
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ

て
、保
険
料
を
自
由（
月
額
２
万
〜

６
万
７
千
円
）に
決
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、農
業
経
営
の
状

況
な
ど
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ

た
保
険
料
は
、全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
▼
認

定
農
業
者
な
ど
農
業
の
担
い
手
に

は
、保
険
料
の
国
庫
補
助（
政
策
支

援
）が
あ
り
ま
す農

業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

１
月
４
日（
金
）〜
31

日（
木
）（
土
日
、祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

の
期
間
、総
務
部
総
務
課
財
産
係

（
迫
庁
舎
２
階
）で
交
付
し
ま
す

申
込
用
紙
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
総
務
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、次
の
書

※
詳
細
は
、電
話
な
ど
で
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

市
は
、東
北
労
働
金
庫
と
提
携

し
、勤
労
者
の
生
活
の
安
定
を
目

的
に
低
金
利
で
各
種
資
金
を
融
資

し
て
い
ま
す
。

❶
市
内
に
住
所
を
置
き
、

勤
労
し
て
い
る
❷
申
し
込
み
時

の
年
齢
が
満
18
歳
以
上
、勤
続
年

数
１
年
以
上
、前
年
の
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
❸
東
北
労
働
金

庫
の
審
査
基
準
を
満
た
す
こ
と

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
た
め
だ

け
で
な
く
、病
気
・
事
故
な
ど
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
や
家
族
の
働

き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
頃
に

「
国
民
年
金
被
保
険
者
関
係
届
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項

を
明
記
し
、各
総
合
支
所
市
民
課

も
し
く
は
近
く
の
年
金
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◉
　

学
生
は
、本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
は
、学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修

学
校
、各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
人

で
す
。

◉
　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満（
平
成

28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、30
歳

未
満
）の
人
で
、本
人
と
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

【☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

※
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

※
未
成
年
の
場
合
は
親
権
者
の
同

意
が
必
要
で
す

東
北

労
働
金
庫
迫
支
店

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
５
１
１

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎
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